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(57)【要約】
【課題】実際の被写体の分光反射率を精度良く分光推定
画像に表す。
【解決手段】色毎に異なるパラメータセットを記憶した
パラメータデータベースＤＢを用意しておく。内視鏡画
像Ｐの画像データ（画素もしくは所定の領域）の色に基
づいて色度座標（ｘ、ｙ）が色として判別される。その
後、判別した色度座標（ｘ、ｙ）に基づいてマトリクス
演算に用いるパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６のい
ずれかが選択される。そして、選択したパラメータセッ
トＳＭＰＳを用いて分光推定画像ＳＰが生成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長毎にマトリクスパラメータが割り当てられたパラメータセットを用いて内視鏡画像
に対しマトリクス演算を行うことにより被写体の分光反射率を表した分光推定画像を生成
する内視鏡画像処理装置であって、
　前記内視鏡画像の画像データの色を判別する色判別手段と、
　色毎に異なる前記パラメータセットを複数記憶したパラメータデータベースと、
　前記色判別手段により判別された色に対応した前記パラメータセットを前記パラメータ
データベースから選択するパラメータ選択手段と、
　該パラメータ選択手段により選択された前記パラメータセットを用いてマトリクス演算
を行うことにより分光推定画像を生成する演算手段と
　を備えたことを特徴とする内視鏡画像処理装置。
【請求項２】
　前記パラメータデータベースが色度図上の色度座標空間の異なる領域毎に前記パラメー
タセットを有するものであり、
　前記色判別手段が前記色度図上の色度座標を前記色として判別するものであり、
　前記パラメータ選択手段が前記色判別手段において判別された前記色度座標に対応する
前記パラメータセットを前記パラメータデータベースから選択するものであることを特徴
とする請求項１記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項３】
　前記各パラメータセットが、該各パラメータセットに対応した前記色度座標空間上の各
領域内の色をカラーパッチとして複数有するカラーチャートを用いてそれぞれ作成された
ものであることを特徴とする請求項２記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項４】
　前記色判別手段が前記内視鏡画像の各画素の画像データから色を判別するものであり、
前記パラメータ選択手段が前記画素毎に前記パラメータセットを選択するものであり、前
記分光画像生成手段が前記パラメータ選択手段により選択された前記パラメータセットを
用いて画素毎にマトリクス演算を行うことにより前記分光推定画像を生成することを特徴
とする請求項１から３のいずれか１項記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項５】
　前記色判別手段が前記内視鏡画像を所定の領域に分割し、分割した前記領域毎に該領域
内の前記各画素の色の集計に基づいて色を判別するものであり、前記パラメータ選択手段
が前記領域毎に前記パラメータセットを選択するものであり、前記分光画像生成手段が前
記パラメータ選択手段により選択された前記パラメータセットを用いて前記領域毎にマト
リクス演算を行うことにより前記分光推定画像を生成することを特徴とする請求項１から
３のいずれか１項記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項６】
　波長毎にマトリクスパラメータが割り当てられたパラメータセットを用いて内視鏡画像
に対しマトリクス演算を行うことにより被写体の分光反射率を表した分光推定画像を生成
する内視鏡画像処理方法であって、
　前記内視鏡画像の画像データの色を判別し、
　前記色毎に異なる前記パラメータセットを複数記憶したパラメータデータベースの中か
ら、判別した前記色に対応した前記パラメータセットを選択し、
　選択した前記パラメータセットを用いてマトリクス演算を行うことにより分光推定画像
を生成する
　ことを特徴とする内視鏡画像処理方法。
【請求項７】
　コンピュータに、波長毎にマトリクスパラメータが割り当てられたパラメータセットを
用いて内視鏡画像に対しマトリクス演算を行うことにより被写体の分光反射率を表した分
光推定画像を生成することを実行させるための内視鏡画像処理プログラムであって、
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　前記内視鏡画像の画像データの色を判別し、
　前記色毎に異なる前記パラメータセットを複数記憶したパラメータデータベースの中か
ら、判別した前記色に対応した前記パラメータセットを選択し、
　選択した前記パラメータセットを用いてマトリクス演算を行うことにより分光推定画像
を生成する
　ことを実行させるための内視鏡画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を用いて取得された内視鏡画像をマトリクス演算することにより分光
推定画像を生成する内視鏡画像処理装置および方法ならびにプログラムに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、固体撮像素子を用いた電子内視鏡装置では、消化器官（胃粘膜等）における分光
反射率に基づき、狭帯域バンドパスフィルタを組み合わせた分光イメージング、すなわち
狭帯域フィルタ内蔵電子内視鏡装置(Narrow Band Imaging-NBl)が注目されている。この
装置は、面順次式のＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の回転フィルタの代わりに、３つの狭
（波長）帯域のバンドパスフィルタを設け、これら狭帯域バンドパスフィルタを介して照
明光を順次出力し、これらの照明光で得られた３つの信号に対しそれぞれの重み付けを変
えながらＲ，Ｇ，Ｂ（ＲＧＢ）信号の場合と同様の処理を行うことにより、分光画像を形
成するものである。このような分光画像によれば、胃、大腸等の消化器において、従来で
は得られなかった微細構造等が抽出される。
【０００３】
　一方、上記の狭帯域バンドパスフィルタを用いる面順次式のものではなく、白色光で得
られた画像信号を基に、演算処理にて分光画像を形成することが提案されている（たとえ
ば特許文献１参照）。これは、ＲＧＢのそれぞれのカラー感度特性を数値データ化したも
のと、特定の狭帯域バンドパスの分光特性を数値データ化したものとの関係をマトリクス
データ（係数セット）として求め、このマトリクスデータとＲＧＢ信号との演算により狭
帯域バンドパスフィルタを介して得られる分光画像を推定した分光画像信号を得るもので
ある。このような演算によって分光画像を形成する場合は、所望の波長域に対応した複数
のフィルタを用意する必要がなく、またこれらの交換配置が不要となるので、装置の大型
化が避けられ、低コスト化を図ることができる。上述したマトリクスパラメータは、たと
えば４００ｎｍから７００ｎｍまで５ｎｍ間隔で各波長毎に設定されており、表示する分
光推定画像の波長に対応したパラメータが選択される。
【０００４】
　このマトリクスパラメータは、たとえば分光反射率が既知のカラーチャート（たとえば
２４色のマクベスチャート）を撮影し取得された画像から算出される。具体的には、カラ
ーチャートの各パッチのマトリクスパラメータを検出し、検出したマトリクスパラメータ
に対しスプライン補間やラグランジェ補間等の非線形補間を施すことにより、４００ｎｍ
から７００ｎｍまで５ｎｍ間隔のマトリクスパラメータを生成する。これにより、パラメ
ータ数を増やしながら滑らかな分布のマトリクスパラメータを取得することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－９３３３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述のように非線形補間を施してマトリクスパラメータを作成したとき、被写
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体の真の分光反射率と演算により得られる分光推定画像との誤差が大きくなる場合がある
。つまり、上述したようにたとえば４００ｎｍから７００ｎｍまでの広範囲な波長域につ
いて非線形補間をした際、マトリクスパラメータの値が実際の分光反射率に対しずれてい
る波長域が存在し、特定の波長域の誤差の誤差が大きくなってしまう場合がある。このず
れが大きい波長域では上記誤差が大きくなり分光推定画像の精度を劣化させる原因になる
という問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、実際の被写体の分光反射率を精度良く分光推定画像に表すことがで
きる内視鏡画像処理装置および方法ならびにプログラムを提供することを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡画像処理装置は、波長毎にマトリクスパラメータが割り当てられたパラ
メータセットを用いて内視鏡画像に対しマトリクス演算を行うことにより被写体の分光反
射率を表した分光推定画像を生成する内視鏡画像処理装置であって、内視鏡画像の画像デ
ータの色を判別する色判別手段と、色毎に異なるパラメータセットを複数記憶したパラメ
ータデータベースと、色判別手段により判別された色に対応したパラメータセットをパラ
メータデータベースから選択するパラメータ選択手段と、パラメータ選択手段により選択
されたパラメータセットを用いてマトリクス演算を行うことにより分光推定画像を生成す
る演算手段とを備えたことを特徴とするものである。
【０００９】
　本発明の内視鏡画像処理方法は、波長毎にマトリクスパラメータが割り当てられたパラ
メータセットを用いて内視鏡画像に対しマトリクス演算を行うことにより被写体の分光反
射率を表した分光推定画像を生成する内視鏡画像処理方法であって、内視鏡画像の画像デ
ータの色を判別し、色毎に異なるパラメータセットを複数記憶したパラメータデータベー
スの中から、判別した色に対応したパラメータセットを選択し、選択したパラメータセッ
トを用いてマトリクス演算を行うことにより分光推定画像を生成することを特徴とするも
のである。
【００１０】
　本発明の内視鏡画像処理プログラムは、コンピュータに、波長毎にマトリクスパラメー
タが割り当てられたパラメータセットを用いて内視鏡画像に対しマトリクス演算を行うこ
とにより被写体の分光反射率を表した分光推定画像を生成することを実行させるための内
視鏡画像処理プログラムであって、内視鏡画像の画像データの色を判別し、色毎に異なる
前記パラメータセットを複数記憶したパラメータデータベースの中から、判別した色に対
応したパラメータセットを選択し、選択したパラメータセットを用いてマトリクス演算を
行うことにより分光推定画像を生成することを実行させることを特徴とするものである。
【００１１】
　ここで、パラメータデータベースは、色毎に複数のパラメータセットを記憶したもので
あればよく、たとえば色度図上の色度座標空間の異なる領域毎にパラメータセットを有す
るものであってもよい。このとき、色判別手段は色度座標を色として判別し、パラメータ
選択手段は色判別手段において判別された色度座標に対応するパラメータセットをパラメ
ータデータベースから選択することになる。あるいは、色判別手段はたとえば「赤」、「
赤紫」等といった色を判別するものであり、パラメータデータベースは、当該各色に対応
したパラメータセットを記憶したものであってもよい。
【００１２】
　また、各パラメータセットは、各パラメータセットに対応した色度座標空間上の各領域
内の色をカラーパッチとして複数有するカラーチャートを用いてそれぞれ作成されたもの
であってもよい。
【００１３】
　さらに、色判別手段は、内視鏡画像の画像データの色を判別するものであればよく、た
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とえば内視鏡画像の各画素毎に色を判別するようにしてもよい。このとき、パラメータ選
択手段は画素毎にパラメータセットを選択し、分光画像生成手段はパラメータ選択手段に
より選択されたパラメータセットを用いて画素毎にマトリクス演算を行うことにより分光
推定画像を生成する。
【００１４】
　あるいは、色判別手段が内視鏡画像を所定の領域に分割し、各領域毎に所定の領域内の
各画素の色の集計に基づいて色を判別するようにしてもよい。このとき、パラメータ選択
手段が所定の領域毎にパラメータセットを選択し、分光画像生成手段はパラメータ選択手
段により選択されたパラメータセットを用いて画素毎にマトリクス演算を行うことにより
分光推定画像を生成する。なお、所定の領域とは、たとえば関心領域であってもよいし、
内視鏡画像を所定の画素（たとえば８×８画素）のブロック領域に区切り、各ブロック領
域毎に色を判別するようにしてもよい。さらに、色の判別はたとえば関心領域内の各画素
において最も頻度の高い色や色の平均値等の各画素の集計に基づいて関心領域の色を判別
する等その手法を問わない。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の内視鏡画像処理装置および方法ならびにプログラムによれば、内視鏡画像の画
像データの色を判別し、色毎に異なるパラメータセットを複数記憶したパラメータデータ
ベースの中から、判別した色に対応したパラメータセットを選択し、選択したパラメータ
セットを用いてマトリクス演算を行い分光推定画像を生成することにより、内視鏡画像の
画像データの色毎に対し最適なマトリクスパラメータを用いて分光推定画像を生成するこ
とができるため、従来の１つのマトリクスパラメータセットを用いて分光推定画像を生成
した場合に比べて誤差の発生を防止して被写体の分光反射率を精度良く表した分光推定画
像を生成することできる。
【００１６】
　なお、パラメータデータベースが色度図上の色度座標空間の異なる領域毎にパラメータ
セットを有するものであり、色判別手段が色度図上の色度座標を色として判別するもので
あり、パラメータ選択手段が色判別手段において判別された色度座標に対応するパラメー
タセットをパラメータデータベースから選択するものであるとき、正確な色の判別を行い
最適なパラメータセットを用いて分光推定画像を生成することができるため、より誤差の
発生を防止して精度良く分光推定画像を生成することできる。
【００１７】
　さらに、各パラメータセットが、各パラメータセットに対応した色度座標空間上の各領
域内の色をカラーパッチとして複数有するカラーチャートを用いてそれぞれ作成されたも
のであれば、非線形補間によりマトリクスパラメータの数を増加させたときであっても、
補間による誤差の発生を最小限に抑えることができる。
【００１８】
　色判別手段が内視鏡画像の各画素の画像データから色を判別するものであり、パラメー
タ選択手段が画素毎にパラメータセットを選択するものであり、分光画像生成手段がパラ
メータ選択手段により選択されたパラメータセットを用いて画素毎にマトリクス演算を行
うことにより分光推定画像を生成するものであれば、各画素の色に最適なパラメータセッ
トを用いて分光推定画像を生成することができるため、より誤差の発生を防止して精度良
く分光推定画像を生成することできる。
【００１９】
　また、色判別手段が内視鏡画像を所定の領域に分割し、分割した領域毎に領域内の各画
素の色の集計に基づいて色を判別するものであり、パラメータ選択手段が領域毎にパラメ
ータセットを選択するものであり、分光画像生成手段がパラメータ選択手段により選択さ
れたパラメータセットを用いて領域毎にマトリクス演算を行うことにより分光推定画像を
生成するものであるとき、各領域について最適なパラメータセットを用いて分光推定画像
を生成することができるため、誤差の発生を防止して精度良く効率的に分光推定画像を生
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【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の内視鏡画像処理装置が適用された内視鏡装置の一例を示すブロック図
【図２】図１の色判別手段により判別される色度座標の一例を示す表
【図３】複数のパラメータセットと色度座標空間との関係を示す模式図
【図４】図２のパラメータデータベースに記憶されたマトリクスパラメータの一例を示す
表
【図５】本発明の内視鏡画像処理方法の好ましい実施形態を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は本発明の内視鏡装置
の一例を示すブロック図である。内視鏡装置１は、光源ユニット１０、スコープ２０、内
視鏡画像処理装置３０を備えている。光源ユニット１０は内視鏡による観察を行うために
被写体に光を照射するものであって、キセノンランプ等の通常観察を行うために白色光を
照射する。光源ユニット１０は光ファイバ１１および集光レンズ１３を介してスコープ２
０のライトガイド１５に光学的に接続されており、光源ユニット１０から射出された白色
光Ｌ１はライトガイド１５内に入射され観察窓１６から被写体に照射される。
【００２２】
　スコープ２０は、撮像レンズ２１、撮像手段２２、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路２３、Ａ／Ｄ変
換器２４、ＣＣＤ駆動部２５、レンズ駆動部２６等を有しており、各構成要素はスコープ
コントローラ２７により制御されている。撮像レンズ２１はたとえば複数のレンズ群から
構成されており、レンズ駆動部２６の駆動により撮影倍率が変更する。撮像手段２２はた
とえばＣＣＤやＣＭＯＳ等からなり、撮像レンズ２１により結像された被写体像を光電変
換して画像を取得するものである。この撮像手段２２としては、例えば撮像面にＭｇ（マ
ゼンタ），Ｙｅ（イエロー），Ｃｙ（シアン），Ｇ（グリーン）の色フィルタを有する補
色型、あるいはＲＧＢの色フィルタを有する原色型が用いられる。なお、撮像手段２２の
動作はＣＣＤ駆動部２５により制御されている。撮像手段２２が画像（映像）信号を取得
したとき、ＣＤＳ／ＡＧＣ（相関二重サンプリング／自動利得制御）回路２３がサンプリ
ングして増幅し、Ａ／Ｄ変換器２４がＣＤＳ／ＡＧＣ回路１７から出力された内視鏡画像
をＡ／Ｄ変換し、内視鏡画像処理装置３０に出力される。
【００２３】
　内視鏡画像処理装置３０は、スコープ２０を用いて取得された内視鏡画像を処理するも
のであって、たとえばＤＳＰ等により構成されている。内視鏡画像処理装置３０は、画像
取得手段３１、前処理手段３２、分光画像生成手段３３、画像処理手段３４、表示制御手
段３５を備えている。画像取得手段３１は、スコープ２０の撮像手段２２により撮影され
た内視鏡画像Ｐを取得するものである。
【００２４】
　前処理手段３２は、画像取得手段３１において取得された内視鏡画像Ｐに対し前処理を
施すものであって、たとえば内視鏡画像ＰがＹＣＣ表色系からなっている場合にはＲＧＢ
表色系に変換し、さらにガンマ変換機能、階調を調整する機能等を有している。
【００２５】
　分光画像生成手段３３は、内視鏡画像Ｐに対しマトリクスパラメータＭを用いてマトリ
クス演算を行うことにより分光推定画像ＳＰを生成するものである。なお、分光画像生成
手段３３の動作例の詳細については特開２００３－９３３３６号公報に記載されている。
【００２６】
　具体的には、分光画像生成手段３３は、用いて下記式（１）に示すマトリクス演算を行
うことにより分光推定画像ＳＰを生成する。
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【数１】

なお、式（１）において、ＳＰｒ、ＳＰｇ、ＳＰｂは分光推定画像ＳＰの各ＲＧＢ成分、
Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂは内視鏡画像Ｐの各ＲＧＢ成分、Ｍ００～Ｍ２２からなる３×３行の行
列はマトリクス演算を行うためのマトリクスパラメータＭをそれぞれ示している。
【００２７】
　画像処理手段３４は内視鏡画像Ｐおよび分光推定画像ＳＰに対し強調処理等を施すもの
であり、表示制御手段３５は画像処理手段３４において画像処理された内視鏡画像Ｐおよ
び分光推定画像ＳＰをキャラクタ情報等とともに表示装置３に表示する機能を有している
。特に、表示制御手段３５は、内視鏡画像Ｐとして白色光Ｌ１が照射されたときの通常観
察画像と分光推定画像ＳＰとを表示する機能を有している。
【００２８】
　ここで、上述した分光画像生成手段３３は、各画素の色毎に異なるマトリクスパラメー
タＭを用いて式（１）のマトリクス演算を行う機能を有している。具体的には、分光画像
生成手段３３は、色判別手段４０、パラメータ選択手段５０、演算手段６０を備えている
。
【００２９】
　色判別手段４０は内視鏡画像の色を判別するものであって、たとえば図２に示すように
、ＲＧＢ表色系で表される色は公知の手法により色度座標空間（ｘ、ｙ）のいずれかの座
標（ｘ、ｙ）で表すことができ、色判別手段４０は各画素のＲ成分、Ｇ成分、Ｂ成分の成
分信号値に基づいて色度座標（ｘ、ｙ）を判別する。
【００３０】
　なお、色判別手段４０が内視鏡画像Ｐの画素毎に色を判別してパラメータセットを選択
する場合について例示するが、内視鏡画像Ｐを複数の領域に分割し、各領域毎に色を判別
するようにしてもよい。たとえば色判別手段４０は、内視鏡画像を所定の画素（たとえば
８×８画素）のブロック領域に分割し、分割した各ブロック領域毎に色を判別するように
してもよい。各ブロック領域の色は、ブロック領域内の複数の画素の色の平均値や最も頻
度の高い色等を集計に基づいて判別する。これにより、パラメータセットの選択処理の回
数減らし高速で精度良く分光推定画像ＳＰを生成することができる。
【００３１】
　パラメータ選択手段５０は、パラメータデータベースＤＢに記憶された複数のパラメー
タセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６の中から、色判別手段４０により判別された色に対応したパ
ラメータセットＳＭＰＳを選択するものである。ここで、パラメータデータベースＤＢ内
には各色に対応した複数のパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６が記憶されている。図３
は色度座標空間上に複数のパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６が存在する一例を示す模
式図である。図３において、中心点Ｃはたとえば白色光の色度座標であって点Ｃから外側
に向かうにつれて色の純度が高くなり、最も外側の線がスペクトル光の色度座標（最も色
の純度が高い光）を示す。したがって、所定の点Ｐと点Ｃとを結んだ直線がスペクトルの
色度座標に交わる点は色度座標Ｐの主波長（もしくは補色主波長）になり、点Ｃから点Ｐ
までの線分の長さが純度を示す。
【００３２】
　各パラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６には、たとえば４００ｎｍから７００ｎｍの波
長域を５ｎｍ間隔で分けた波長域毎にマトリクスパラメータＭ＝（Ｍｊ０，Ｍｊ１，Ｍｊ

２）（ｉ＝１～６１、ｊはマトリクスパラメータＭの行であってｊ＝０～２）が設定され
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ている。図４はパラメータセットの１つであるパラメータセットＭＰＳ１の一例を示す表
である。なお、図３においては、色度座標空間において６つの領域に分割した場合につい
て例示しているが、２以上の領域に分割したものであればよい。また、ＭＰＳ３～ＭＰＳ
６にしめすように、異なる主波長（補色主波長）毎に領域を分割してもよいし、パラメー
タセットＭＰＳ１、ＭＰＳ２のように同じ主波長であっても異なる純度毎に領域を分割し
てもよい。
【００３３】
　各パラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６は以下のように作成される。たとえばパラメー
タセットＭＰＳ１の場合、パラメータセットＭＰＳ１に対応する色度空間上の色から構成
された分光反射率が既知の複数のカラーパッチからなるカラーチャートが用意される。こ
のカラーチャートを撮影し取得した画像からＲＧＢの各信号成分値と各カラーパッチの分
光反射率との関係からパラメータセットＭＰＳ１が作成される。このとき、５ｎｍ間隔の
マトリクスパラメータを作成するために、各カラーパッチから検出したマトリクスパラメ
ータに対しスプライン補間等の非線形補間処理が施される。なお、パラメータセットＭＰ
Ｓ２～ＭＰＳ６についても上述した手法により作成される。
【００３４】
　図１の演算手段６０は、パラメータ選択手段５０により選択されたパラメータセットＳ
ＭＰＳを用いてマトリクス演算を行うことにより分光推定画像ＳＰを生成する。ここで、
式（１）における分光推定画像ＳＰのＲＧＢに割り当てる波長は、観察部位に適した波長
域の波長セットが用意されており、たとえばマウスやキーボード等の入力手段からいずれ
の波長セットを用いるかが入力される。具体的には、例えば（λ１，λ２，λ３）＝（４
００，５００，６００）の標準セットＣＨ１、血管を描出するための（λ１，λ２，λ３
）＝（４７０，５００，６７０）もしくは（４７５，５１０，６８５）の血管セットＣＨ
２、ＣＨ３、特定組織を描出するための（λ１，λ２，λ３）＝（４４０，４８０，５２
０）もしくは（４８０，５１０，５８０）の組織セットＣＨ５、オキシヘモグロビンとデ
オキシヘモグロビンとの差を描出するための（λ１，λ２，λ３）＝（４００，４３０，
４７５）のヘモグロビンセットＣＨ６、血液とカロテンとの差を描出するための（λ１，
λ２，λ３）＝（４１５，４５０，５００）の血液‐カロテンセットＣＨ７、血液と細胞
質の差を描出するための（λ１，λ２，λ３）＝（４２０，５５０，６００）の血液‐細
胞質セットＣＨ８の８つの波長セットが記憶されている。そして、演算手段６０は選択さ
れたパラメータセットＳＭＰＳのうち、入力された波長セットに該当するマトリクスパラ
メータＭを用いて上記式（１）に基づき分光推定画像ＳＰを生成する。
【００３５】
　このように、色毎に異なるパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６を用意して分光推定画
像ＳＰを生成することにより、誤差を最小限に抑え精度良く分光推定画像ＳＰを生成する
ことができる。すなわち、パラメータセットはカラーチャートを用いて作成するため、カ
ラーパッチ以外の波長域についてマトリクスパラメータを作成するためには非線形補間処
理が必要になる。この非線形補間処理において、従来のように４００～７００ｎｍの波長
域を１つのカラーセットで作成したとき、特定の波長域において誤差が大きくなってしま
う場合がある。
【００３６】
　一方、色度座標空間を複数の領域に分割し（図３参照）、各色空間領域毎にカラーチャ
ートを用意し、複数のカラーチャートから複数のパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６を
作成することにより、データ補間処理を行ったとしても誤差を小さくすることができる。
結果として、当該マトリクスパラメータを用いて分光推定画像ＳＰと実際の被写体の分光
特性と誤差が小さくなり、精度の良い分光推定画像ＳＰを生成することができる。
【００３７】
　図５は本発明の内視鏡画像処理方法の好ましい実施形態を示すフローチャートであり、
図１から図５を参照して内視鏡画像処理方法について説明する。まず、スコープ２０が体
腔内に挿入さたた状態で撮影を行うことにより、内視鏡画像Ｐが取得され（ステップＳＴ
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１）、前処理手段３２により内視鏡画像Ｐに前処理が施される。その後、色判別手段４０
において内視鏡画像Ｐの画像データ（画素もしくは所定の領域）の色に基づいて色度座標
（ｘ、ｙ）が色として判別される（ステップＳＴ２）。その後、パラメータ選択手段５０
において、判別した色度座標（ｘ、ｙ）に基づいてマトリクス演算に用いるパラメータセ
ットＭＰＳ１～ＭＰＳ６のいずれかが選択される（ステップＳＴ３）。そして、演算手段
６０により選択したパラメータセットＳＭＰＳを用いて分光推定画像ＳＰが生成される（
ステップＳＴ４）、表示装置３に表示出力される（ステップＳＴ５）。
【００３８】
　上記実施の形態によれば、内視鏡画像Ｐの色を判別し、色毎に異なるパラメータセット
ＭＰＳ１～ＭＰＳ６を複数記憶したパラメータデータベースＤＢの中から、判別した色に
対応したパラメータセットＳＭＰＳを選択し、選択したパラメータセットＳＭＰＳを用い
てマトリクス演算を行うことにより、色毎に最適なマトリクスパラメータＭを用いて分光
推定画像ＳＰを生成することができるため、従来の１つのマトリクスパラメータセットを
用いて分光推定画像ＳＰを生成した場合に比べて誤差の発生を防止して精度良く分光推定
画像ＳＰを生成することできる。
【００３９】
　また、図３に示すように、パラメータデータベースＤＢが色度図上の色度座標空間の異
なる領域毎のパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６を記憶したものであり、色判別手段４
０が色として色度座標（ｘ、ｙ）を判別するものであり、パラメータ選択手段５０が色判
別手段４０において判別された色度座標（ｘ、ｙ）に対応するパラメータセットＳＭＰＳ
をパラメータデータベースＤＢから選択するものであれば、正確な色の純度および明度に
従い最適なパラメータセットを用いて分光推定画像ＳＰを生成することができるため、よ
り誤差の発生を防止して精度良く分光推定画像ＳＰを生成することできる。
【００４０】
　さらに、色判別手段４０が内視鏡画像Ｐの各画素毎に色を判別するものであり、パラメ
ータ選択手段５０が画素毎にパラメータセットＳＭＰＳを選択するものであり、演算手段
６０がパラメータ選択手段５０により選択されたパラメータセットＳＭＰＳを用いて画素
毎にマトリクス演算を行うことにより分光推定画像ＳＰを生成するものであれば、各画素
の色に最適なパラメータセットＳＭＰＳを用いて分光推定画像ＳＰを生成することができ
るため、より誤差の発生を防止して精度良く分光推定画像ＳＰを生成することできる。
【００４１】
　また、色判別手段４０が内視鏡画像Ｐ内の所定の領域ＢＲ毎に所定の領域内の各画素の
色の集計に基づいて色を判別するものであり、パラメータ選択手段５０が所定の領域ＢＲ
毎にパラメータセットＳＭＰＳを選択するものであり、演算手段６０がパラメータ選択手
段５０により選択されたパラメータセットを用いて所定の領域ＢＲ毎にマトリクス演算を
行うことにより分光推定画像ＳＰを生成するものであるとき、各領域ＢＲ毎に最適なパラ
メータセットＳＭＰＳを用いて分光推定画像を生成することができるため、誤差の発生を
防止して精度良く効率的に分光推定画像を生成することできる。
【００４２】
　本発明の実施の形態は上記実施形態に限定されない。たとえば、図２においてパラメー
タデータベースＤＢには５つのパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６が記憶されている場
合について例示しているが２以上であればよい。特に、体腔内を撮影した内視鏡画像Ｐに
おいてはパラメータセットＭＰＳ１の色度座標（ｘ、ｙ）になる場合が多いため、当該色
度座標上のＭＰＳ１の領域をさらに細分化して複数のパラメータセットを設定するように
してもよい。
【００４３】
　さらに、パラメータデータベースには色度座標空間上において複数のパラメータセット
ＭＰＳ１～ＭＰＳ６が記憶された場合について例示しているが、たとえば図２に示す「赤
」、「紅色」等の各色毎にパラメータセットを記憶するようにしてもよい。このとき、色
判別手段は上記色のいずれに該当するかを判別することになる。
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　また、領域毎に分割して色を判別する際にブロック領域に分割する場合について例示し
ているが、体腔内を撮影した内視鏡画像Ｐにおいては、特定の色度座標（ｘ、ｙ）に偏っ
た色分布になる傾向があるため、マウス等の入力手段からの入力もしくは自動識別された
関心領域ＲＯＩを抽出し、当該領域ＲＯＩの色を上述した手法により判別をしてもよいし
、１枚の内視鏡画像全体を１つの領域として上述した手法により色を判別してもよい。こ
の場合であっても、上記領域の色の傾向に合致したパラメータセットＭＰＳ１～ＭＰＳ６
を用いることにより、被写体の分光反射率を精度良く表した分光推定画像ＳＰを生成する
ことができる。
【００４５】
　また、図１の内視鏡装置１において内視鏡画像処理装置３０の構成がＤＳＰ等により構
成されている場合について例示しているが、補助記憶装置に読み込まれた内視鏡画像処理
プログラムをコンピュータ（たとえばパーソナルコンピュータ等）上で実行することによ
り実現されるようにしてもよい・この内視鏡画像処理プログラムは、たとえばＣＤ－ＲＯ
Ｍ等の情報記憶媒体に記憶され、もしくはインターネット等のネットワークを介して配布
され、コンピュータにインストールされることになる。
【符号の説明】
【００４６】
１　　 内視鏡装置
２０　 スコープ
３０　 内視鏡画像処理装置
３１　 画像取得手段
３２　 前処理手段
３３　 分光画像生成手段
３４　 画像処理手段
３５　 表示制御手段
４０　 色判別手段
５０　 パラメータ選択手段
６０　 演算手段
ＤＢ　 パラメータデータベース
Ｍ　　 マトリクスパラメータ
ＭＰＳ１～ＭＰＳ６　　パラメータセット
Ｐ　　 内視鏡画像
ＳＰ　 分光推定画像
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